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選挙人名簿の登録者数
昭和51年9月10日、新たに登録

さ れた方 は名32, 400 で、 選挙人 名

簿登録者総数は、次のとおり です。

男　　　　205, 813 名

女　　　　203, 806 名

計　　　　409, 619 名

〝とびだすな車のあとにまた車〟 秋
の
交
通
安
全
運
動
始
ま
る

9月21日～30日

秋
の
交
通
安
全
運
動
が
、
九
月
二
十
一
日
か
ら
三

十
日
ま
で
の
十
日
間
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動

は
、
交
通
事
故
防
止
と
交
通
公
害
防
止
を
目
的
と

し
て
、
全
国
的
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
区
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
、区
と

警
察
で
は
、道
路
環
境
の
整
備
な
ど
、

各
種
の
唯
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、な
ん
と
い
っ
て
も
区
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
な
し
に
は
目
的
の
達

成
は
不
可
能
で
す
。歩
く
人
、運
転
す

る
人
、ひ
と
り
ひ
と
り
が
、交
通
安
全

に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
て

、
事
故
防
止
を

図
る
こ
と
が
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。

■
と
び
出
す
な

車
の
あ
と
に
、ま
た
車

歩
行
者
の
事
故
で
多
い
の
が
「と

び
だ
し
」と
、
「車
の
直
前
、直
後

横
断
」で
す
。横
断
歩
道
を
渡
り
ま

し
ょ
う
。
横
断
歩
道
の
な
い
道
路
で

は
右
左
を
よ
く
確
か
め
て
か
ら
渡
る

よ
う
に
し
ま
し
I
つ
。
ま
た
、
子
供

の
自
転
車
乗
車
時
の
不
注
意
に
よ
る

事
故
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■
危
な
い
と
、
子
を

し
か
る
よ
り
、
手
を
引
こ
う

お
母
さ
ん
、道
を
歩
く
と
き
は
、

お
子
さ
ん
を
、右
手
で
し
っ
か
り
に

き
っ
て

、
右
側
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

買
物
中
や
、
立
ち
話
の
時
も
、
忘
れ

ず
に
。
目
の
前
で
、
愛
児
を
交
通
事

故
で
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
、
お
母
さ

ん
も
い
ま
す
。

■
運
転
が
、
示
す

あ
な
た
の
、
お
人
柄

■
ゆ
っ
く
り
、
走
ろ
う

運
転
者
が
原
因
で
発
生
す
る
交
通

事
故
は
、
「安
全
運
転
義
務
違
反
」

が
半
数
近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、(
ン
ド
ル
や
ブ
レ
ー
キ
等
の

操
作
不
確
実
と
、
わ
き
見
運
転
に
よ

る
も
の
で
す
。
あ
な
た
の
車
を
凶
器

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
、

即
、
死
亡
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
の
一
休
さ
ん
も
言
っ
て
い
ま

す
。
「
あ
わ
て
な
い
、
あ
わ
て
な
い
」

交
通
事
故
や
交
通
公
害
防
止
の
た
め

に
も
、
ご
協
力
を
。

■
四
つ
角
は

ペ
ダ
ル
を
止
め
て
、
右
左

簡
便
な
乗
り
物
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
『
自
転
車
』
も
、
く
る
ま
の

仲
間
で
す
。
こ
の
自
転
車
の
事
故
で

一
番
多
い
の
が
、
「
一
時
停
止
違
反
」

で
す
。
そ
れ
と
「
交
差
点
の
安
全
通

行
違
反
」
も
多
い
の
が
現
状
で
す
。

交
通
ル
ー
ル
の
第
一
歩
は
、譲
り
合

い
で
す
。
皆
さ
ん
の
家
庭
で
も
、
危

険
な
乗
り
方
を
し
て
い
な
い
か
ど
う

か
、
話
し
合
い
ま
し
I

つ
。

夜
間
の
交
通
安
全

夜
間
は
、視
界
が
せ
ま
く
な
る
た
め
、

事
故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

区
と
警
察
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
故

の
多
発
地
点
の
交
通
安
全
施
設
な
ど
の

整
備
・
点
検
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注

意
し
て
、
交
通
安
全
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

▽
夜
歩
く
と
き
は
、車
か
ら
よ
く
見
え

る
よ
う
、明
る
い
色
の
衣
服
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

▽
自
転
車
の
後
部
に
は
反
射
鏡
を
取
り

付
け
、
無
灯

火
走
行
は
や
め
ま
し
″

う
。

▽
飲
酒
運
転
、
過
労
運
転
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

事
故
の
も
と

道
路
の
不
法
占
用

道
路
に
は
み
だ
し
て
商
品
や
自
動
販

売
機
を
な
ら
べ
る
こ
と
は
、
歩
道
が
な

く
な
っ
て
し
ま
い
、
歩
行
者
に
と
っ
て

た
い
へ
ん
危
険
で
す
。
ま
た
、
災
害
時

の
避
難
の
と
き
も
、
多
く
の
人
に
迷
惑

を
か
け
ま
す
。
商
店
主
の
方
は
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、
卜
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、下
の
写
真
の
・
よ
ろ
に
、歩
道

や
車
道
に
、と
こ
ろ
せ
ま
し
と
置
か
れ

て
い
る
自
転
車
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
も
歩
行
者
の
迷
惑
と
な
り
ま

す
。お

互
い
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

道
路
は
広
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

自
転
車

・
歩
行

者

専
用
道

路
開
通

九
月
二
十
一
日
か
ら

自
転
車
と
歩
行
者
が
、
安
心
し
て
通

行
で
き
る
、
自
転
車
・
歩
行
者
専
用
道

路
か
、
九
月
二
十
一
日
開
通
し
ま
す
。

開
通
す
る
道
路
は
、荒
川
南
側
、千

住
新
橋
と
西
新
井
橋
の
閧
の
一
・
一
㎞

で
す
。新
し
く
で
き
る
こ
の
道
路
、正

し
く
安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、開
通
式
は
、安
部
律
子
さ
ん

(
歌
手
)
ら
を
招
き
、九
月
ニ
ト
ー
日

の
午
前
卜
時
～
十
一
時
、西
新
井
橋
南

詰
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

重度の心身障害の方に
福 祉 手 当 金 を 支 給

昭
和
五
十
一
年
九
月
期
支
払
分
(
昭

和
五
十
一
年
五
月
か
ら
(
月
分
ま
で
)

の
福
祉
手
当
金
(
国
制
度
)
は
九
月
二

十
五
日
頃
あ
な
た
の
指
定
し
た
金
融
機

関
に
振
込
み
ま
す
の
で
、
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。
受
給
者
の
方
に
は
、
二
十

五
日
頃
(
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

な
お
、該
当
す
る
方
で
ま
だ
申
請
手

続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
次
の
要
領

で
申
清
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
該
当
す
る
方

①
障
害
の
程
度
が
表
一
に
定
め
る
程
度

の
方
で
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の

介
護
を
必
要
と
す
る
方
(
障
害
の
程
度

は
お
お
む
ね
身
障
手
帳
一
級
・
二
級
の

一
部
の
方
・
愛
の
手
帳
一
度
・
二
度
の

一
部
の
方
・
重
度
の
精
神
病
の
方
、
お

よ
ぴ
こ
れ
ら
と
同
程
度
以
上
の
方
)

②
日
本
国
民
で
足
立
区
に
住
所
の
あ
る

方
(
た
だ
し
施
設
入
所
者
は
除
く
)

③
障
害
者
本
人
、お
よ
び
配
偶
者
・
扶

旻
義
務
者
の
所
得
が
表
二
の
限
度
額
未

祠
の
方

④
障
害
福
祉
年
金
を
除
く
他
の
障
害
年

金
を
受
け
て
い
な
い
方

☆

手

当

の

額

・

支

払

い

方

法

月
額
四
千
円
(
十
月
か
ら
五
千
円
に
改

正
)
申
請
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
、口

座
振
込
み
で
年
三
回
、一
月
・
五
月
・

九
月
に
支
払
い
ま
す
。

☆

申

請

に

必

要

な

も

の

①
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し

②
戸
籍
謄
本

③
身
障
手
帳
・
愛
の
手
帳
ま
た
は
診
断

書
(
窓
口
に
あ
る
所
定
の
用
紙
)

④
障
害
者
本
人
名
儀
の
預
金
通
帳

⑤
印
鑑

⑥
障
害
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

は
国
民
年
金
証
有

受
付
・
問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
援

護
係
へ
ど
う
ぞ
。

表一　障害の程度
一
　
　
両
眼
の
視
力
の
和
が
○
・
0
以
ド
の
も
の

二
　
画
町
の
聴
力
か
補
穂
器
を
川
い
て
も
音
川
を
a
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
利
度
の
ら
の

二
両
上
肢
の
機
能
に
1
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

円
　

肉
L

肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く
も
の

五
　
両
下

肢
の
川
を
全
く
廃
し
た
し
の

六
　
両

人
腿
を

一
分
の
一
以
上
今

た
し
力

七
　
体
幹
の
機
能
に
座
っ
て
い
る
こ
と
か
で
き
な
い
程
度
刀
陬
占
を
有
す
る
も
の

八
　

前
各
廿
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か

、
身
体
の
機
能
の
障

又
は
k

期
に
わ
た
る
安
静
を
必

嬰
と
す
る
病
状
が
的
各
号
と
同
程
座
u
h

と
J

め
ら
れ
る
状
態
で
あ
っ
て

、
日
常
生
活

の
用
を
卵
ず
る
こ
と
を
不
能
な
ら
し

め
る
程
度
の
も
の

九
　
柚
神
の
障
害
で
あ
っ
て
、前
弁
り
と
同
程
浅
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

十
　
身
体
の
機
能
の
陬
害
若
し
く
は
病
状
又
は
絹
抻
の
障
害
が
重
複
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、

そ
の
状
態
が
前
弁
廿
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

表二　所得限度額表( 昭和51年5月から適用)
いつまでもお元気で
≪区長の敬老訪問≫

区内の最高齢者
金子はるさん( 百歳) ほか2 名

敬老の日も近い9 月9 日、長谷川久
勇区長は区内在住の長寿者( 金子はる
さん、佐藤セキさん、小泉市太郎さん

の3 人) を訪問、楽しく対談、記念品
をおくり長寿をお祝いしました。
写真は、金子はるさんを訪問する区長

交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

区
で
は
、
他
の
二
十
二
区
と
共
同
で

交
通
災
害
共
済
制
度
の
普
及
に
努
め
て

い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、交
通
災
害
の
被
害
を

加
入
者
相
互
で
助
け
合
お
う
と
す
る
も

の
で
、年
間
三
百
円
の
掛
金
を
一
口
と

し
て
(
二
ロ
ま
で
加
入
で
き
ま
す
)
、

加
入
者
が
交

通
災

害
に
会
っ
た
と
き

は
、
見
舞
金
を
支
給
し
、
生
活
の
安
定

と
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
も
の
で
す
。

見
舞
金
の
額
は
、
最
高
(
死
亡
)
で
一

口
に
つ
き
百
万
円
で
す
。

現
在
の
加
入
歎
は
、区
内
で
九
万
七
千
三

百
四
十
七
口
で
す
。

ま
だ
、加
入
し
て
な
い
よ
う
で
し
た

ら
、区
役
所
か
近
く
の
出
張
所
や
金
融

機
関
で
、簡
単
匚
加
入
で
き
ま
す
の

で
、こ
の
機
会
に
ど
う
ぞ
。

な
お
、生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
で
、不
幸
に
し
て
、
交
通
災
害
に

会
わ
れ
た
場
合
は
、区
か
ら
掛
金
一
口

分
に
相
当
す
る
見
舞
金
を
さ
し
あ
げ
ま

す
。見

舞
金
の
誦
求
や
問
い
合
わ
せ
は
、

区
役
所
区
民
課
内
、交
通
災
害
共
済
窓

口
へ
ど
う
ぞ
。

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

六
〇
五
―
七
一
〇
一

◎
文
学
教
室
-
九
月
二
十
五
日
(
土
)

午
後
一
時
三
十
分
　
◎
親
と
子
の
陶

芸
教
室
―
九
月
二
十
五
日
(
土
)
午

後
二
時
…
定
員
十
組
二
十
名
　
◎
老

人
無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ
―
九
月
二
十
六

日
(
日
)
午
前
九
時
三
十
分
　
◎
セ

ン
タ
ー
運
動
会
-
十
月
一
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

八
八
九―
四
六
六
一

◎
老
人
無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ
―
九
月
二

十
二
日
(
水
)
午
前
十
時
・
・
・
先
着
七

十
名
　
◎
老
人
慰
安
民
謡
会
-
十
月

三
日
(
日
)
午
後
一
時

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

八
九
七
―
五
〇
一
六

◎
老
人
民
謡
教
室
―
九
月
二
十
一
日

・
二
十
八
日
(
火
)
午
後
二
時
　
◎
老

人
生
花
教
室
―
九
月
二
十
五
日
(
土
)

午
前
十
時
　
◎
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
―

九
月
二
十
九
日
(
水
)
午
後
二
時
◎

児
童
映
画
会
―
十
月
二
日
(
土
)

午
後
二
時
三
十
分
・
:ア
ラ
ジ
ン
と
不

思
議
な
ラ
ン
プ

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

八
八
一―
二
七
六
五

◎
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
教
室
-
九
月

二
十
四
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分
=
・

申
込
受
付
中
　
◎
い
け
花
教
室
会
員

募
集
-
九
月
二
十
四
日
(
金
)
午
前

九
時
…
定
員
四
十
名
　
◎
子
ど
も
映

画
会
-
九
月
二
十
六
日
(
日
)
午
後

一
時
三
十
分
=
・
王
様
と
六
人
の
勇
士

・
魔
法
使
い
チ
ヤ
y
ピ
ー

□
西
伊
興
児
童
館

八
九
七
―
八
九
四
八

◎
子
ど
も
俳
句
の
会
―
九
月
二
十
二

日
(
水
)
午
後
二
時
三
十
分
　
◎
卓

球
教
室
-
九
月
二
十
六
日
(
日
)
午

後
三
時
　
◎
お
は
な
し
会
-
九
月
二

十
九
日
(
水
)
午
後
三
時

□
本
木
東
児
童
館

八
四
九
―
三
〇
〇
五

◎
体
操
ゲ
ー
ム
―
九
月
二
十
二
日

(
水
)
午
後
三
時
三
十
分
　
◎
子
ど

も
映
画
会
―
九
月
二
十
五
日
(
土
)

午
後
二
時
　
◎
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
―

九
月
二
十
九
日
(
水
)
午
後
二
時

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館

九
一
二
―
三
四
二
一

◎
ギ
タ
ー
教
室
一
九
月
二
十
五
日

(
土
)
午
後
二
時
三
十
分
　
◎
卓
球

大
会
-
九
月
二
十
六
日
(
日
)
午
前

十
時
　
◎
音
楽
教
室
―
九
月
二
十
六

日
(
日
)
午
前
九
時
　
◎
老
人
盆
栽

ク
ラ
ブ
―
九
月
二
十
(
日
(
火
)
午

前
十
時

□
千
住
あ
ず
ま
児
童
館
・
老
人
館

八
八
二
―
一
二
一
八

◎
老
人
三
味
線
教
室
会
員
募
集
-
九

月
二
十
四
日
(
金
)
午
前
九
時
…
定

員
十
五
名
　
◎
茶
道
教
室
会
員
募
集

-
九
月
二
十
(
日
(
火
)
午
前
九
時
…

定
員
二
十
名

□
い
り
や
児
童
館
・
老
人
館

八
五
五
―
一
〇
五
〇

◎
老
人
舞
踊
教
室
-
九
月
二
十
二
日

(
水
)
午
前
十
時
　
◎
音
楽
教
室
-

九
月
二
十
二
日
(
水
)
午
後
二
時
　
◎

ギ
タ
ー
教
室
―
九
月
二
十
六
日

(
日
)
午
前
十
時
　
◎
卓
球
教
室
―

九
月
二
十
六
日
(
日
)
午
後
一
時
　
◎

老
人
華
道
教
室
―
九
月
二
十
(
日

(
火
)
午
前
十
時
・
:
定
員
二
十
名
　
◎

老
人
民
謡
教
室
-
九
月

三
十

日

(
木
)
午
後

】時
三
十
分

□
教
育
セ
ン
タ
ー

八
五
〇
―
八
八
〇
一

◎
話
し
か
た
教
室
―
十
月
二
日
～
十

一
月
十
三
日
ま
で
の
毎
週
土
嵶
日
牛

後
二
時
三
十
分
…
内
容
―
テ
ー
ブ
ル

ス
ピ
ー
チ
の
心
構
え
他
　
対
象
―
一

般
区
民
定
員
-
先
着
五
十
名
　
受

講
料
―
無
料
(
教
材
費
は
自
己
負
担
)

申
込
み
は
、
九
月
二
十
一
日
(
火
)

か
ら

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー八

五
〇
―
二
六
一
七

◎
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
―
九
月
二
十
五

日
(
土
)
午
後
二
時
　
◎
親
子
コ
ー

ラ
ス
―
九
月
三
十
日
(
木
)
午
後
三
時

□
第
十
二
出
張
所

九
一
三
―
〇
四
六
〇

◎
子
ど
も
映
画
会
-
九
月
二
十
五
日

(
土
)
午
後
二
時
…
つ
る
と
お
百
姓
、

さ
る
山
を
こ
え
て
、
ど
ち
ら
が
え
ら
い

<
申
込
み
と
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
直

接
各
施
設
の
事
務
室
へ
>

館
内
整
理
日
の
変
更

東
部
、
中
部
、
西
部
、
千
住
の
各
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
館
内
整

理
日
が
、
九
月
二
十
三
日
(
木
)
か
ら
九
月
三
十
日
(
木
)
に
変
更

に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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満
七
十
歳
以
上
の
方
に

敬
老
乗
車
証
を
発
行

―
更
新
も
お
忘
れ
な
く
―

区
で
は
、
両
七
十
蔵
以
よ
の
な
を
対

象
に
、
都
営
交
通
機
関
や
民
営
バ
ス
に

乗
車
で
き
る
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

い
ま
お
持
ち
の
券
は
、九
月
末
で
使

用
期
間
が
切
れ
ま
す
。新
し
い
「敬
老
乗
車

証
」は
、九
月
中
に
郵
便
で
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
十
月
か
ら
は
新
し
い

券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

新
し
い
「敬
老
乗
車
証
」を
受
け
取

ら
れ
た
ら
、
旧
券
は
区
役
所
か
最
寄
り

の
出
張
所
窓
口
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

乗
車
の
と
き
の
ご
注
意

①
　
指
定
交
通
機
関
を
利
用
す
る
楊
合

に
都
内
の
停
留
所
(
駅
)
相
互
間
に

限
り
有
効
で
す
。

②
　
特
定
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
は
、
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

③
　
乗
車
の
つ
ど
、
係
員
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

④
　
期
限
が
経
過
し
た
と
弌

ま
た
は

資
格
を
失
っ
た
と
き
は
お
返
し
く
だ

さ
い
。

⑤
　
記
名
人
の
方
以
外
は
、
乗
車
は
で

き
ま
せ
ん
。

無
料
乗
車
券
の

更
新
を

敬
老
乗
車
証
以
外
の
乗
車
券
を
お
持

ち
の
方
で

、
有
効
期
限
の
切
れ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
該
当
の
方
は

、
い
そ
い

で
次
の
と
こ
ろ
で
更
新
の
手
続
き
そ
し

て
く
だ
さ
い
。

①
　
身
体
障
害
者
(
一
級
～
六
級
)
…

身
体
障
害
者
手
帳

②
　
精
神
薄
弱
者
(
一
度
～
四
度
)
…

愛
の
手
帳

③
　
戦
傷
病
者
(
特
別
項
症
～
第
六
項

症
)

…
戦
傷
病
者
手
帳

④
　
原
爆
被
害
者
(
認
定
患
者
と
被
爆

者
健
康
管
理
手
当
受
給
者
)
・
;特
別
被

燿
者
健
康
手
帳
と
認
定
硲
ま
た
は
健
康

管
理
手
当
証
書

⑤
　
生
活
保
護
世
帯
(
世
帯
員
の
う
ち

一
人
)

⑥
　
母
子
福
祉
年
金
受
給
世
帯
(
世
帯

員
の
う
ち
一
人
)
…
国
民
年
金
証
書

⑦
　
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
(
世
帯

一
貝
り
っ
ち
一
人
)
…
児
童
扶
養
手
当
証
書

申
込
み
・
更
新
の
窓
口

①
～
⑤
の
方
は
、
お
住
い
の
地
域
の

福
祉
事
務
所

⑥
の
方
は
、
区
役
所
二
階
国
民
年
金

課
給
付
係

⑦
の
方
は
、
区
役
所
二
階
福
祉
課
児

童
手
当
係

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

前
記
の
手
帳
、
証
書
類
の
ほ
か
に
、

印
鑑
と
上
半
身
の
写
真
(
タ
テ
四
㌢
×

ヨ
コ
三
㌢
)
一
枚
、
い
ま
ま
で
お
使
い

の
乗
車
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

。

問
い
合
わ
せ
は

、
区
役
所
厚
生
課
庶

務
係
へ
。

各 種 無 料 乗 車 証( 券)

保健所だより

区民健康診断などを
実施します

□
育
児
・
栄
養
相
談

乳
幼
児
を
対
象
に
、
保
健
婦
と
栄

蛬
士
が
、
育
児
や
離
乳
食
な
ど
全
般

に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
　
九
月
三
十
日
(
木
)
午
後
一

時
三
十
分
～
二
時
こ
十
分

会
場
　
足
立
保
健
所

問
い
合
わ
せ
先
　
足
立
保
健
所
(
　

(
四
〇
-
五
一
四
一
)

□
栄
養
教
室

日
時
　
十
月
斤
日
(
火
)
・
匕
日
(
木
)

・
十
(
日
(
月
)
・
二
1
日
(
水
)

午
後
一
時
三
十
分
～
四
時

内
容
　
調
理
実
習
、
食
事
診
断
、
ス

ラ
イ
ト
、
献
立
の
立
て
方
等

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

し
江
北
保
健
相
談
所
栄

養
担

当
(

江
北
六
丁
目
一
六
-
ニ
ー

ー
〇

一
　
(
九
六一
四
〇
〇
四
)
へ

□
区
民
健
康
診
断

検
査
内
容
　
X
線
間
接
撮
影
(
十
六

歳
以
上
)
、血
圧
測
定
、尿
検
査

受
付
時
間
　
午
後
二
時
丈
二
時
三
十

分
実
施
会
場
　
十
月
の
日
程
は
、
下
表

の
と
お
り
で
す
。

※
ご
注
意
　
十
月
五
日
の
会
場
栗
島

小
学
校
か
ら
足
立
保
健
所
に
変
更
に

な
り
ま
し
た

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
予
防
係
、

ま
た
は
、
お
近
く
の
保
健
所
へ

□
精
神
衛
生
の
た
め
の

生
活
相
談
教
室

精
神
科
に
通
院
し
て
い
る
人
や
、

以
前
に
治
療
し
た
人
で
「
勳
く
自
偖

が
な
い

」
「
働
い
て
も
長
続
き
し
な

い
」
「
友
だ
ち
が
で
き
な
い
」
な
ど

と
い
う
方
を
対
象
に
、
生
活
相
談
教

室
を
行
な
い
ま
す
。

一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
話
し

合
い
を
し
な
が
ら
地
域
の
中
で
自
立

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
社
会
復
帰

を
め
ざ
し
て
働
き
か
け
を
し
て
ゆ
き

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

会
場
　
足
立
保
健
所

日
時
　
十
月
か
ら
昭
和
五
十
二
年
三

月
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
午
前
九
時

か
ら
正
午
ま
で

費
用
　
無
料

申
込
方
法
・
申
込
先
　
電
話
ス

足

立
保
健
所
業
務
係
精
神
衛
生
担
当
(

八
四
〇
―
五
一
四
一
)

区民健康診断日程表
硬
式
テ
ニ
ス

初
心
者
講
習
会

日
時
　
十
月
十
九
日
(
火
)
～
二
十
一
日

(
木
)
の
三
日
問
　
午
後
六
時
三
十

分
～
八
時
三
十
分

会
場
　
北
千
住
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
(

北
千
住
駅
下
車
徒
歩
十
三
分
、
京

成
千
住
大
橋
駅
下
車
徒
歩
三
分
)

対
象
　
区
内
在
住
螽
一
籾
亅
こ
十
(
歳

以
上
の
方
(
初
心
者
に
限
る
)

定
員
　
百
名
(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
)

指
導
員
　
中
川
縊
行
(
日
本
庭
球
協
会

強
化
本
部
指
導
員
)
他

受
講
料
　
無
料

受
付
　
九
月
二
十
日
(
月
)
か
ら
、
直

接
か
往
復
(
ガ
キ
で
受
付
し
ま
す
。(
(

ガ
キ
に
よ
る
申
込
み
に
は
、硬
式

テ
ニ
ス
初
心
者
講
習
会
受
講
希
望
と

書
き
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
)

そ
の
他
　
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
服
装
で

硬
式
用
ラ
ケ
y
卜
、
テ
ニ
ス
ジ
ュ
ー

ズ
は
各
自
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
員
会

体
育
課
(
〒

匸
一
〇
　
千
住
仲
町
五

(
番
地
　
和
光
ビ
ル
内
)

1
0月
1
0日
は

区
民
大
運
会

家
族
ぐ
る
み
で
ど
う
ぞ

区
営
新
橋
グ
ラ
ン
ド
で
午
前
九
時

～
午
後
三
時
三
十
分
(
雨
天
の
と
き

は
、1
7日
か
2
4日
に
順
延
)

レ
ク
・
リ
ー
ダ
ー

募
集
し
て
い
ま
す

区
で
は
、
健
全
な
余
暇
活
動
の
推
進

を
目
的
と
し
た
「
レ
ク
リ
エ
ー
ジ
'
ン
・

リ
ー
ダ
ー
」
派
遣
制
度
を
発
足
さ
廿

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
各
種
団
体
の
要
望
に
応
じ

る
た
め
、
初
心
者
向
け
レ
ク
リ
エ
ー
ジ
'

ン
指
導
の
で
き
る
方
を
派
遣
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
次
の
要
領
で
経
論

の
あ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

種
目
　
ゲ
ー
ム
・
歇
ゲ
ー
ム
・
野
外
活

動
(
含
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
・
追

跡
(
イ
キ
ン
グ
)
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
・
ク
ラ
フ
ト
(
工
作
)
・
人
形
劇

・
紙
芝
居
・
童
話
・
折
紙
・
伝
承
あ

そ
び
・
寸
劇
な
ど

資
格
　
十
(
歳
以
上
で
原
閲
と
し
て
区

内
在
住
・
在
勤
者

方
法
　
所
定
の
用
紙
に
、
指
4
で
き
る

種
目
、
時
間
帯
等
を
記
入
し
て
提
出
(

電
話
、(

ガ
キ
の
時
は
、
後
日
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
貝
会

青
少
年
係
(
〒

匸
一
〇
　
千
住
仲
町

五
十
八
番
地
　
和
光
ビ
ル
内
)

子
ど
も
会
活
動

作
品
募
集

区
で
は

、
子
ど
も
会
々
員
、
育
成
会

会
員
か
ら
、
子
ど
も
会
に
関
す
る
意
見

や
活
動
状
況
、
体
験
の
作
文
、
記
録
な

ど
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
　

子
ど
も
会
活
動
に
関
す
る
こ

と
(
標
題
自
由
)

規
格
　
作
文
・
・
・
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三

枚
以
内
　
カ
ヴ
ト
・
写
真
・
ポ
ス
タ

ー
・
=
縦
2
6
c
m
×
横
3
6
c
m
以
内
(
画
用

紙
大
)
　

な
お
、
原
稿
用
紙
は
、
地

区
少
年
団
体
協
議
旁
々
長
宅
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

締
切
　
十
月
三
十

百
(

日
)

応
募
先
　
地
区
少
年
団
体
協
議
会
々
長

宅
へ

※
応
募
者
全
具
に
記
念
品
と
作
品
集
の

「
と
も
た
ち

」
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
青
少
年
係

心身障害者(児)体育祭

楽 し い
一 日 を

区
で
は
、
第
三
回
足
立
区
心
身
障

害
者
(
児
)

体
育
祭
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。(
写
真
)

心
身
に
障
害
が
あ
る

た
め
、
な
か
な
か
運
動

会
な
ど
に
参
加
す
る
機

会
の
な
い
方
も
、
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

い
ろ
い
ろ
楽
し
い
競

技
種
目
を
用
意
し
ま
し

た
。
健
康
と
体
力
づ
く
り
に
も
な
り

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
し
、

一
日
を
有
意
義
に
お
す

ご
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
月
十
七
日
(

囗
)
午
前
九
時
三

十
分

堤
所
　
区
立
第
四
中
学

校
(
東
武
線
梅
島
駅

下
車
)

申
込
資
格
　
区
内
に
住

む
心
身
障
害
者
で
運

勵
競
技
に
参
加
で
き
る
方

申
込
締
切
　

九
月
二
十
九
日
(
水
)

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所

援
護
係

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
の
は
じ
ま
リ
⑤

そ
の
こ
ろ
は
米
が
経
済
の
中
心
で

し
た
か
ら
、
農
民
か
ら
年
貢
米
を
と

り
ゐ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
農

民
の
と
り
あ
つ
か
い
こ
そ
「
ご
政
道

」

の
き
め
て
だ
っ
た
の
で
す
。

も
と
も
と
農
業
は
、
科
学
の
す
す

ん
だ
こ
ん
日
で
さ
え
、
天
候
な
ど
し

ぜ
ん
の
力
に
左
右
さ
れ
る

も
の
で

す
。
ま
し
て
と
う
じ
の
こ
と
で
す
か

ら
、
風
水
害
、
干
害
、
冷
害
、
病
虫

害
な
ど
の
災
害
を
ど
う
す
る
こ
と
も

で
き
ず
、
ひ
と
つ
ぶ
の
米
に
さ
え
こ

ま
る
こ
と
が
、
ま
い
年
ど
こ
か
の
領

地
で
お
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
年
貢
米
の
と
り
た
て
は

け
っ
し
て
ゆ
る
め
る
こ
と
は
あ
り
ま

症

ん

。
ふ
つ
う
で
も
「
五
公
五
民

」i

た
は

「
六
公
四
民

」
と
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
と
き
に
は
「
七
公
三

民

」
と
い
う
む
ち
ゃ
な
と
り
た
て
も

し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
ま
さ
し
く
支
配
と
さ
く
取

の
見
4
:と
い
っ
て
よ
く
「
哽
安
の
お

ふ
れ
書
(

二
(
四
九
年
)
に
も

百
姓
と
ゴ
マ
の
油
は
し
ぽ
れ
る
だ

け
し
ぽ
れ
。

百
姓
は
生
か
さ
ぬ
よ
う
殺
さ
ぬ
よ

う
に
。

そ
し
て
頼
ら
し
む
べ
し
知
ら
し
む

べ
か
ら
ず
。

と
い
う
い
み
の
方
策
が
し
め
さ
れ
て

い
る
の
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
非
人
間
的
な
あ
っ
か

い
を
さ
れ
、苦
し
め
ら
れ
た
農
民
た

ち
の
な
か
に
は
「殿
さ
ま
に
お
う
ら

み
ご
ざ
倹
」と
い
っ
た
直
訴
や
『
免

租
・
減
税
の
嘆
願
運
動
』
を
す
る
者

も
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。と
く
に
「農

民
一
揆
」
は
徳
川
三
百
年
を
つ
う
じ

て
各
所
に
ひ
ん
発
し
ま
し
た
。

◎
同
和
行
政
に
つ
い
て
は
、区
役
所

同
和
対
策
担
当
へ

◎
差
別
に
か
か
わ
る
生
活
の
問
題
に

つ
い
て
は
　
(
五
〇
-
七
七
六
九

結
婚
記
念
樹
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

―
二
月
以
後
に
ご
結
婚
の
方
ヘ
―

区
内
に
在
住
し
て
い
る
、今
年
二
月

以
後
に
ご
結
婚
さ
れ
た
方
に
、記
念
の

苗
木
を
プ
レ
ゼ
し
卜
し
て
い
ま
す
。ま
だ
、手
続

き
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

▽
申
込
方
法

(
ガ
キ
で
、
自
宅
に
植
え
る
方
は
、

「
結
婚
記
念
樹
希
望

」
と
、
苗
木
名
一

本
を
書
き
、植
え
る
堤
所
の
な
い
方
は

、

「
記
念
樹
コ
ー
ナ
ー
希
望
」
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
、
住
所
・
氏
名
・
婚
姻
年
月

日
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
記
念
樹
コ
ー
ナ
希
望
の
方
は

苗
木
を
区
で
選
び
、
区
の
公
園
な
ど
に

植
え
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
苗
木
の
種
類
と
大
き
さ

イ
チ
ョ
ウ
…
2
㍍
(
重
桜
・
・
1
㍍

柿
の
木
・
・
・
2
㍍
　
サ
ザ
ン
カ
・
・
・
1
.
5
㍍
　

キ
ン
モ
ク
セ
イ
・
・
1
㍍
　
黒
竹
=
・
0
.
8
㍍

紅
梅
…
1
㍍

◇
締
切九

月
三
十
日
(
木
)
ま
で
に
必
着

◇
配
布
予
定

十
月
下
旬

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

区
役
所
環
境
課
緑
化
係
【〒
匸
】〇

千
住
一
丁
目
五
〇
番
地
)

10 月1日 から

み んなで 赤い芻匆

共同募金

掲
示
板

■

青

年

館

結

婚

式

場

を

再

開

し

ま

す

館
内
改
修
工
事
で
休
館
し
て
い
ま

し
た
結
婚
式
場
は
、装
い
も
新
た
に

九
月
十
五
日
か
ら
再
開
い
た
し
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
青
年
館
(
　
(
九
〇
-

〇
〇
七
(
)
へ
ど
う
ぞ

■

あ

だ

ち

荘

の

ご

利

用

を

区
民
の
保
養
施
設
の
讌
河
原
温
泉

あ
だ
ち
荘
は
、開
設
か
ら
一
年
半
経

ち
ま
し
た
。

利
用
状
況
も
平
日
で
あ
れ
ば
、
十

分
に
ご
利
用
で
き
ま
す
。
ま
だ
ご
利

用
な
さ
っ
て
い
な
い
方
は
一
度
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
。
電
話
に
よ

る
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
十
一
月
分
は
十
月
一
日
か

ら
申
込
み
受
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
区
民
部
管
理
係

■

土

盛

資

金

の

ご

利

用

を

道
路
盤
備
や
地
盤
沈
下
な
ど
で
お

住
ま
い
の
家
屋
が
、降
雨
時
に
浸
水

し
て
お
困
り
の
方
、ま
た
、交
通
騒

音
等
で
お
困
り
の
方
へ
防
除
資
金
の
一

部
を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

賢
金
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

祠
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
環
境
課
庶

務
係

■

ご

注

意

を

最
近
、教
育
セ
ン
タ
ー
と
い
う
名

で
、
進
学
指
導
の
本
を
電
話
で
販
売

か
ん
ゆ
う
す
る
者
が
い
ま
す
。
区
教

育
セ
ン
タ
ー
と
は
全
く
関
係
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

■

国

民

年

金

街

頭

相

談

実

施

日
時
　
九
月
二
十
一
日
(
火
)
　

午

前
十
時
～
午
後
四
時

場
所
　
東
武
線
西
新
井
駅
酉
口
広
場

■
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の

出
張
相

談

日
時
　
九
月
二
十
二
日
(
水
)
午
後

一
時
～
四
時

会
場
　
区
役
所
第
二
庁
舎

問
い
合
わ
せ
先
　
足
立
公
共
職
業
安

定
所
　
(
(
二
-
匸
一
(
七

■

保

留

地

処

分

入
札
日
　
九
月
二
十
(
・日
(
火
)

午
前
十
時
～

午
後
一
時
　
入
札

方

法
　
組
合
保
留
地
処
分
規
定
に
よ
る

区
画
面
積
　
九
七
・
五
平
方
㍍
～
二

五
四
・
四
平
方
㍍

問
い
合
わ
せ
先
　
栗
原
六
月
町
土
地

区
画
整
理
組
合
事
務
所
(
六
月
三

丁
目
六一
四
　
　
(
(
四一
二
七

一
〇
)

■

愛

の

献

血

を

(
献
血
日
程
)

九
月
二
十
日
(
月
)
竹
の
塚
駅
東
口

九
月
二
十
一
日
(
火
)
中
川
北
小
学
校

九
月
三
十
日
(
木
)
北
千
住
駅
酉
口

■
九
月
の
安

売
り
デ
ー

野
菜
・
果
実
-
二
十
二
日
(
水
)

緑
色
の
た
れ
幕
の
あ
る
(
百
屋
さ

ん
で
販
売
し
ま
す

肉
―
二
十
五
日
(
土
)

黄
色
の
た
れ
幕
の
あ
る
肉
屋
さ
ん

手
続
き
は

お
す
み
で
す
か

印
鑑
登
録
の
切
り
替
え
は
、

九
月
三
十
日
ま
で
で
す
。ま
だ
、

手
続
き
の
お
す
み
で
な
い
方
は

お
い
そ
き
く
だ
さ
い
。

■

身
障
者
青
年
の
集
い

足
立
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で

は
、第
五
回
青
年
の
集
い
(
集
団
見

合
)
を
行
な
い
ま
す
。

日
時
　
十
一
月
七
日
(
日
)
午
前
九

時
～
午
後
四
時
　
会
場
　
足
立
区
青

年
館
　
会
費
　
五
百
円
　
締
切
　
十

月
二
十
日
(
水
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
百
目
鬼
喜

一
　
　
八
(
三
-
三
七
五
四

■
区
商
振
連

2
5
周
年
記
念
セ
ー
ル

期
間
　
十
月
一
日
(
金
T
十
日
(
日

実
施
方
法
　
商
業
ま
つ
り
表
示
の
加
盟

店
　
期
間
中
、
商
品
券
、
抽
f

ん
券
な
ど
を
進
呈
し
ま
す
。

「足
立
で
買
お
う
　
食
べ
よ
う
　

頼
も
う
運
動
」
実
施
中

お
わ
び

前
号
の
保
育
料
の
減
免
の

記
事
で
あ
い
ま
い
な
表
現

が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
ま
す
。

◎
六
月
一
日
現
在
、通
園
し
て
い
る

四
歳
児
(
4
6
・
4
・
2
～
4
7
・
4
・
1

生
)
、五
歳
児
(
4
5
・
4
・
2
～

4
6・
4

・
1
生
)
が
対
象
で
す
。

■ タバコは区内で買いましょう ■ 自転車の二人乗りはやめましょう T. SA　216, 000


